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《はじめに》 
 本提言は、全国トップレベルで人口減少と高齢化が進む高知県において「産業の育成」「若い世代

の定住人口の増大」「中心市街地の活性化」に資する事を目標に、追手前小学校跡地西地区を活用

し、県内 3 大学を核とした県内高等教育機関と産官民が連携し、若い力の参画を促して以下の課
題を達成し、県経済の活性化に寄与する事を目的とする。 

   
１．新しい産業やサービスの創出により若者が県内で働ける仕組みづくり 

趣旨：現在、学生や若い移住者が県内就労を希望しても、マッチングする就職先が少なく県

外に流出したり、あるいは定住に繋がらない現実があります。 

高知県発の新しい産業やサービスを創出するためには、大学と連携したインキュベー

ション機能を整備する事により、新たなサービス等の事業化に向けた具体的な取り組

みを推進する必要があります。 

２．高知県が設立する（仮称）産学官民連携センターの機能強化 

趣旨：（仮称）産学官民連携センターは平成 27年度に高知県、県内 5高等教育機関のご努力

により、ついに実現することになり県政浮揚の切り札として大きく期待するところで

す。 

この取組を今後更に発展させるために、中心市街地を一つのキャンパスととらえ、県

内３大学を核とした高等教育機関の地域連携機能や地域連携に関わる学部を集積し、

更に強化する取り組みが今後重要になると考えます。 

３．地域の抱える課題に県内高等教育機関の学生が関わる環境づくりと「高知家」への定住 

趣旨：高知県には「他人を受け入れやすい」「誰にでも気軽に話しかける」「役職や立場より

一人の人間として付き合う」など、誇るべき県民性が有ります。地域の人々と学生が

交流できる場の設置により、地域（産学官民）と学生の交流が行われ、学生が高知県

の特性や課題、地域の問題解決に積極的に取り組む環境を整える事が必要と考えます。 
地域と学生の交流を活発化させるために、中心市街地を一つのキャンパスと見立て、

県民との自在な交流が行える環境を整え、在学中に高知県民との関わりを通して「高

知が好き」になり、その結果学生が高知に定住する取り組みが重要と考えます。 

４．学生の居住効果による中心市街地活性化と、賑わい広場の活用施策の実施 

趣旨：高知市中心市街地活性化基本計画の賑わい広場整備事業と併せて、追手前小学校跡地

西地区を活用し、学生寮機能を備えた施設を整備することで、中心商店街や日曜市、

よさこい祭りなどの街の活性化と魅力向上に向けた、地域と学生が共になった賑わい

を創出する取り組みが必要と考えます。 



    

提言１ 永国寺キャンパスで実現する産学官民連携を今後更に強化し、雇用の創出を推

進する為に、高知大学の「地域連携推進センター」や「地域協働学部」の中核

機能、及び産業創出の為のインキュベーション施設を追手前小学校西跡地に誘

致する。 

 
 
［背景］平成 27年に「（仮称）高知県産学官民連携センター」が永国寺キャンパスに設置される事は、

高知県の産業振興、地域振興に大きく寄与することが予想され、産業界としても画期的なこ

とだと歓迎致します。 
しかし、設立当初は、高知県立大学、高知工科大学の地域連携部門の機能は集約されます

が、スペースの制約により、高知大学からは駐在員１～２名までが限度と予想されます。 
ついては、永国寺キャンパスに設置される高等教育機関の地域連携機能を今後更に強化す

るために、高知大学の地域連携推進センターを追手前小学校西跡地に移設する事を提案致し

ます。 
この事は高知大学、高知県立大学、高知工科大学などの地域連携機能を中心地に集約させ、

それぞれの強みと特徴を発揮し、高等教育機関の総合的な力を活用した産業振興および地域

振興に大きく寄与すると考えます。 
さらに永国寺キャンパスの高知県立大学文化学部、高知工科大学経済・マネジメント学群

の地域連携を推進する学部に加えて、全県下へ展開する高知大学地域協働学部の中核機能を

合わせて中心地に誘致することで更なる地域連携が進むものと考えます。 
又、インキュベーション施設には、①起業のために必要な知識の提供、②大学の保有する

シーズの活用、③県内の企業によるハンズオンの経営手法伝授、④移住者の創業支援等の機

能をもたせる事が必要と考えます。 
インキュベーション施設を学生にも積極的に利用してもらうことにより、学生と移住者、

及び県内企業とのコラボレーションによる新産業・新サービス創出などで県内雇用を拡大し、

高知で働きたいと考える学生や若者の思いを実現する取り組みが重要と考えます。 
地域との連携を通して、在学中の大学生を「高知家」の家族として産学官民が地域ぐるみ

で関わり育て、卒業後に地域や産業のイノベーションに関わる環境を作ることにより、若い

力を活用した産業振興、地域振興が推進されるものと考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



    

提言２ 賑わい広場の整備と共に、学生にとって魅力ある『学生寮』及び、県内各大学

間や学生及び地域との積極的な交流機能をもつ、「高知家」ならではの『地域・

学生交流プラザ』を産学官民で協力して設置する。 

 
 
［背景］ 学生と共に地域の活性化を行う事を提言の柱としておりますが、現状をみると 18歳の人口

は平成 30 年から減少し始め、今後地方の公立大学や私立大学は存続の危機を迎えると言わ
れており、県内に就学する学生の確保は最優先課題であると考えます。 
都市圏の大学は、減少する受験生に対するアプローチとして、郊外に設置していたキャン

パスを利便性の良い都心へ移設したり、学生寮を改築するなど、学生生活に関わる施設の利

便性を向上させることで、受験生を確保する動きを加速しています。 
日本中の大学で受験生争奪戦が始まることが明確な中、高知県としても全国の大学との競

争に耐えうるだけの魅力作りが喫緊の課題となります。 
そのため、賑わい広場の整備に併せ、受験生にとって大きな魅力となる『学生寮』及び、

県内高等教育機関共用の『地域・学生交流プラザ』を産学官民が連携して中心市街地に設置・

運営することを提案します。 
これは県内各高等教育機関や学生及び地域との積極的な交流機能をもった、他県には無い

ものとなります。 
これによって高知県及び高知市の課題となっている中心市街地の活性化を推進できる世

代構成バランスの整った居住人口の増加、回遊人口の増加などにも、大きく寄与すると共に、

地域との交流を通じて学生が最も身につけたいと思っているコミュニケーション力、問題発

見能力、問題解決能力を養えることにもなり、高知の大学の魅力向上に繫がります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



    

《まとめ》 

 本提言書により、中心市街地は大学・高等学校・図書館・新資料館といった「文教・文化」と、商

店街の「商業」が交差する賑わいエリアとしての活性化が推進できると共に、図書館西側中央広場と

一体化した回遊性の高い開放的な地上空間の形成や、講演会・セミナー等に利用出来る小規模ホール

等の文化施設併用も視野に入れれば、中心商店街や日曜市、よさこい祭りなどの街の魅力向上に更に

大きく寄与するものと考えます。 
長期的な展望に基づき、この様な施設建設を伴う非営利的な事業を遂行できるのは、この公共的な

敷地活用と、行政や大学という公共事業体の積極的な参加のもと、PFI等の手法を活用して民間が協
働して取り組むなどの柔軟な推進体制以外では考えられません。 
高知県という課題先進県が全国に誇る「地域と学の連携」が進む事により、「大学のブランド力向

上」⇒「入学希望者の増」⇒「大学の質の向上」⇒「地域経済の発展」が図られ、その結果地域のブ

ランド力が上がるという「高知家」の幸福度向上に寄与する好循環を生むことになります。 
また、追手前小学校跡地西地区に建設する施設は、中心市街地活性化法の期限である平成３０年度

までの完成が望ましく、早期の着手が求められます。 
 

以上 
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【委員会開催記録】 

2013年 

第 1回  2月14日 13名：移住についての意見交換COC の取組み(高知大) 

第 2回  3月21日 12名：シンポジウム7月か8月開催COCの核を永国寺への検討 

第 3回  4月18日 14名：公開シンポジウム日程について 

第 4回  5月16日 12名：高知県担当課より永国寺キャンパスの整備案・産学官民連携イメージ

案のヒアリング 

第 5回  6月20日  9名：永国寺キャンパスへの産学官民連携センター設置について高知県提示

案の検討 

第 6回  7月18日  8名：高知県提示の産学官民連携センター（案）以外の設置方法についての

検討 

第 7回  8月15日 11名：永国寺キャンパスへの産学官民連携センター設置について行う公開シ

ンポジウム開催中止決定 

第 8回 10月17日 14名：遠隔地相互支援委員会の今後について。産学官民連携センター設置の

方向性 

第 9回 11月21日 20名：第1回（仮称）産学官民連携センター設置委員会の報告と今後の方向

性及び次年度活動方針及び本年度報告書の決定 

第10回 12月19日 18名：産学官民連携センターについて 

2014年 

第 1回  1月24日 11名：産学官民連携センターについて 

第 2回  2月20日 10名：産学官民連携センターについて 

第 3回  3月28日  9名：産学官民連携センターについて 

第 4回  4月24日 16名：産学官民連携センターについて 

第 5回  5月22日 11名：産学官民による「中心市街地キャンパス化構想」の提言について 

第 6回  6月12日  9名：産学官民による「中心市街地キャンパス化構想」の提言について 

第 7回  7月24日 15名：産学官民による「中心市街地キャンパス化構想」の提言について 

第 8回  8月28日  9名：産学官民による「中心市街地キャンパス化構想」の提言について 

第 9回  9月30日 11名：産学官民による「中心市街地キャンパス化構想」の提言について 

第10回 10月23日  8名：産学官民による「中心市街地キャンパス化構想」の提言について 
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※ 上記ゾーニング図は提言イメージの補足資料であり、建物及び
　 広場の規模、位置等については今後の検討事項とします。




